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１．概要（Summary） 

本研究は、機械変形可能な三次元スパイラル構造を用

いることにより、テラヘルツ周波数帯（THz）の円偏光を変

調可能なメタマテリアルを提案するものである。これまで，

通信用無線などの低周波数の電磁波帯域において、ら

せん状の電線が円偏光のアンテナになることは知られて

きた。らせんとネジ巻き方向（右ネジと左ネジ）に依存して

円偏光がアンテナと共鳴するので、一種の光学活性（左

右円偏光の透過性がそれぞれ異なる性質）を持つ構造で

あるといえる。したがって、微小なスパイラル構造を形成し、

その立体構造をMEMSでアクチューエションすることで、

二方向の円偏光それぞれに対する透過特性を調整でき

れば、光の偏光状態を制御可能なフィルタが実現できる。 

 

２．実験（Experimental） 

 平面スパイラル構造のフォトマスクを製作するた

めに、ナノテクプラットフォームが有する大面積高速

電子線描画装置を利用した。これにより、SOI 基板上

に金構造をパターニングし、RIE によって自立構造を

形成した。また、形成した構造は、武田先端知スーパ

ークリーンルームの FE-SEM により観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 平面スパイラル構造に電圧を印加することで、構造

を out of plane 方向に変形することができた。これに

より、立体スパイラル構造を得ることができた。THz

分光計測により、構造が円偏光二色性を持つこと、変

形量により円偏光二色性が増大すること、また、左右

のネジの向きを変えたサンプル間で円偏光二色性の

極性が反転することを確認した。以上により、提案構

造が有効に機能することを検証した。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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